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この取扱お巧塞および把品へのミおでは巧品を正しくお巧いいただき、ホなたや化の人々へのを害サ巧 
をへの巧きホホ細こ巧止するたがこ、いろいろなをま示ホしています。 

その表おと應巧は次のようになっています。内容をよく巧曲してから本文モお扇みください。 


水を険 

この表示を巧巧して强った取 a いをサると、人が巧亡、 a 巧モ負ラお技、または 
化巧のを皮が差し迫ってをじることが想定される巧容ホ示しています。 

A 菩告 

この表巧ホ無巧しておった巧扱いホすると、人が巧亡、 S 傷そ負5可能性、また 
は父巧の巧巧巧が巧をされる巧客を示していま才。 

A ミ主意 

このまおホ無視しておった巧扱いホすると、人が ttS ホ負う巧巧性や巧的巧害の 
みの発まが聞ちされる巧ちモおしています。 


•拾ま巧については巧のよラな意巧がホ y ま才。 


A このお表巧は、ちホつけていたださたい「ま意6赶 J 巧客で が 

サ。 航跑 t 

0 滅 ® «««止 

このおま巧は、してはいけない r 貧止」巧客です。 ^ 

このおま示は、かず実行していただ< r 巧制」巧さです。 


A 危険 


ガス巧れ時のごを意 


•ガス漏れの時は、火本つけた y ■気巧貝のス 
イッチの r 入•切丄 g 巧ブラグの巧き差し、 
巧巧の g 括など巧巧しない。 

引火し爆発»巧モ起こすことがあります。 


かち触 


•万ーガス»れに気付いたち 

① す <に巧巧モやめガスをホ田じる。 

② おサ戸を Si けガスをかへ出す， 

③ お B い上げの巧売店またはもよりのま巧ガス 
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♦設因するとまは可燃阳との距战を巧実に巧す。 

火がモ巧ち倒でをめ6れていま才。必ず巧って<ださい。巧ぶ柏!のまからの巧離がおいと火巧の原因に 
なります。また巧が巧の壁にステンレス巧巧などをおった塌をでも巧度怖と同巧の巧離が化までザ。 


• •囲の B などが末なのような印曲《の•を 

周囲の壁か己 10 cm な上、 

±^30加社かず 
巧してください。 


30cin 

MJC 


〇 


I 0 ctn 

WJ ： 


MOcm 

がと 


♦巧 wn の田か510师な±、巧か S 
30加 at ■せない•を 

瞄を里に取り付けてくださし、。 
※防な巧について换お面い上げの巧売 
巧またはもよ y の巧なガスにご巧おく 
ださい。 


15cm ]^4上 


巧巧巧 


4.5cm 


〇 


バ 4.5 cm 

W ■上 


♦巧巧を設面したを、周辺を改造ずる場合も設 B 昼準を巧る。 

吊り戸«などをがける塌さも巧巧做との巧震を苗実に11し基ホモお守りください。 


参使用ガスにごいてのごまち 

♦ «3§が使巧ガス(巧巧ガスグルーでにお合していることを機器の巧 
がで柏括 ■ マく W 女い 

• ま巧 u ホのガスでは巧巧しないでください。不まを巧なによ y — 度 
<愤ホ中毒になったリ、爆発6化でやけどしたりすることがホリます， 
また、巧巧のお因にもなりま才。 

♦転居されたときにも、供おガスの g 巧が巧巧の表ホと一致している 
ことホ、必ず宙かめて < ださい， 

《ガスの在巧には窗市ガス巧挂巧と LP ガスとがあ y 、 都市ガスにはガ 
スグルーブの区分が趴ま才。 


<まホの巧ち> 

/ 

RR-0356S-C 
「 「 12A 

kW 0.876 


12A-13A 

巧巿ガス用 
13A 

0.940 


ガスの g 巧を 
巧サホる 


この»器の巧巧 
は本体の胃に 
«y) 04.09 38^はけてホ y 

(2004 年9月製を）まも 



巧お I 



〇 

ガス OMR 


リシバ株^^社 


JJUJjL 

口 


巧を上のご注ま化ずお巧日<ださ5 


の 




♦巧器の上や周囲に巧巧ラック、力ーテン、巧ぶ 
くろ、ペットポトル、調理油などの印おめやス 
ブレーなどの弓 I 义巧のちのは画かない。 

焦げた日なえたりして火炎の原因とな日まず。 


Q 



雜 I 五まん-タオルなどを巧器にかぶせない。排気 
□の近くに調ほ巧ラックなど巧設田しない。 


不完全が烧や機器の巧な.义巧の巧れがあります。 


A 





»分解.巧理.放なホ巧巧しなし、。 


巧理.改造はちちな専門巧苗め!化要です。おぎをまご 
自身では工具巧巧用してお巧に分がしたり修理*改造 
は行わないでくだちし、異巧作動してけがの原因とな 
白まず。 


馨化震、义災などの緊急の巧合はあわてずにただ 
ちに巧用を中止し、ガス控を曲じる。 


^im± 



o 


ガス齡 
团じる 



♦巧器の1|*&«庶口やずき旧にピンやか金などの金 
属巧など異物を入れない。 

頁ち動作してけがをずることがあ日ます。 


♦点义時にな器周迈巧由巧ずる。 


かまをセットずる時、巧部にしやもじやスプーン等 
の異扬びないことを確訟ずる。異巧が汲 S や父がの原因 


0 



にな日ます。 


A 





けな R 中にが出はしないで < ださい。 


0 



参不哀定なち所や巧田紙、ビニールシートなどの 
おに現い敷あの上で巧わない。 

义の原因とな日ます。 


A 





•ガス串ぶ防止 

•ゴム管はガス用ゴム管（検査合格又は J 旧マークの入つ •ゴム管は、ガス接続口の赤 
ているちの）を巧巧してください。ス、ひびねれした日、 族まで差し込みゴム管止め 

差し込み□がゆるんでいるとガスが漏れてガス中责やガ で確実に止めてくださし、。 

ス爆発の原因になります。巧んだゴム管はあず取り替え 


ゴム管®»凯し及 
び二文分技はしない 


でください。 


て < ださい。 





m まできし込む 



まを上のごを唐化ずお巧日 < ださ 5 


困 


:安定彌前 


A 注思 


问^安定な巧所での使用禁止。 ♦水のかかるところやガステーブル-才ーブンな 

水平で妨した而こ設田してくださし、。 どの近 < では巧ねない。 

機器方順いて、やけどやけびをする恐れがあります。 故 g •似從)原因となります。 ター""^ 


♦棚の下など落下巧のち巧のある巧を遇ける。 

巧器の上に落ちたちのががえて、义巧の原因にな曰ま 
す。 


0 


0 


♦巧な邱はいつちをれいにする< 


«巧巧中.巧巧直衡こ機器を持ち追ばない C 


感巧部が巧れていたり、巧巧かまとの聞に異物がある か坂中.炊巧直をの巧器は高温のためを巧でず。転倒 

とセンサーが正常に働かないことがお日ます。 すると乂巧-やけどの原因とな日ます。 


〇 

巧れ巧とる 


な細/^^こか‘ 


0 


♦巧巧中や巧瓶直をは、巧な□に巧や手を近ヴけ♦巧巧なかの用途には使用しないでください。 
ない。又、か瓶みたを巧けるとをの巧気に適が.勇削 j 縱にょる銭 
をち0 などの原因にな日ます。 A 

扫巧 E □か百高通の巧なや、な1たを開けたとさは夕呈の - n # 1 / 

蒸気がでますのでやけどをする ... 


恐れがおります。 


A 

面 




W 0 


苗 "00" 



» 觀 ; 


をはボタン-巧巧レ/卜•取つ 


手なかは手を触れない。 

ち温になつていますのでやけどをずることがちりまず。 
特に姑巧にはさね5せない。 


♦巧器の周囲に巧脂巧[品などの熱に 
拓いをのを置かない。 

巧がまたはを色する恐れがあります。 


0 





•車両舶舶での巧用はしない。 

使用中に巧器が巧いた日し、 
义^3^ゃゃけどの原因にな日まず。 


0 


•お部屋のが姑：如病 □ •ち历印は巧に確巧し、 
使用中は巧気をずる。 

^全が巧の原因となります。_ 


〇 


換«をする 


眩 



♦強し、風の化き込む所では使用しない: 

かをむ6など、おいしく巧けない原因 
とな日ます。 


參を沸器の下では使用しない。 

排気や化巧気によつてみ巧器が 
誤作動ずる原因となりまず。 


0 

0 





/ 王局 




•子どもだけで巧ねせない。 

巧巧の手の届くところで巧わない。 

やけど、けびをする巧れがあ日ます。特にな巧にはさ 
わ5せない。 


お手入れの巧のを意。 


点な‘お手入れの族は化ず手袋をして行つてください。 
手袋をしないでお手入れずると機器の巧起巧などでけ 
がをずることがあります。 



’化ず、消火をを牙てから、かまを巧ず。 

•化ず、かまをセツトしたをで点义操作をしてくだを 
しん 

やけどや话巧による义巧などの原因にな日まず。 


0 


がぶたがいホおいよ <巧まり、 
手をはさむことがあ日ます。 
おず、取っ手を持ってかぶた 
を用めてぐださい。 

〇 



•ゴム管は呂 m な下で招病してください。 ♦な器を水につけたり、水をかけたりしない。 


初めてご使巧になる時や、ゴム管を脱苗した場合は、ゴ 
ム管内に空気が入つているために、1回の揉作で点义 
しなし谓合がありまず。その時は巧!飯レパーを戻して、 
再度巧が揉作をしてくだをい。 

〇 


不売全)燃焼の原因となります。 



♦機器本体*かぶたには安をに阴するを由が表示してあり 
まず。巧れた日、読めなくなったとさは、やわ5かい布 
などで巧れを瓦を取ってください。また、お手入れの族 
には、たわしなとは使わないよつご注意ください。 



I 


爱 


化 

ず 

お 

巧 

0 
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ジャポニカ坦とインディカ種にわかれ 
まず。ジャポニカ種は中短粒ホで柔弓 
かく巧りがちり、インディカ巧は長粒 
米で化りがちりません。日本で作日れ 
ているのはジャポニカ宙の巧粗ホでず， 
苗 i 入米の巧表は、ジャポニカ種の加 
讯米、豪州米，中国ホ（中粗ホ）と 
インディカちのタイ米（長おホ）びあ 
日まず。 _ グ气 


ホ 

Si 

T ? 

fA 


諭 


曰本でご < s れている 
品種は20抽な上 


鄉パ 

輪 


も 



コシヒカリ、ひとめぼれ、ヒノヒカ U 、 
ちきたこまち、キララ朋7、キヌヒヵ Ui 
日本晒など日本では2叫垣な上の品 
垣びつく5れていまず。しかも同じ 
品種でも産巧や気候によってかたさ 
やおし1しさにちし1び友日まず。 


るを 

お^^^ J .：： 々:乂; 

IS y|v 

巧は 



III m ルいご飯 

靈麵 


おいしいご巧を快くためには、たっぶ‘ 
曰の水で手早くなラのげこつでず。手 
早くち度な力でギユッギユッと綱どう 
しをこすり合わせ I たっぷりの水で一 
気にない济します。水び這むまでしっ 
か日ずすいでください。 


ボ k を 

こだわつてみる 


壬卜 

■ M 

ゾ 

C か 
と D 


i 




せっか<おいしいお乂巧置んでも 
それを巧ぐ水がまずくてはだいな 
しでず。ちよつとぜいたくでずがミ 
ネラルウオーターを使ってみるの 
ちしル1ですね。 


团 








お米は、日巧のあた6ない、あほし 
のよい巧に■いてください。をな店 
のお巧室ち SS です。精米したお 
ホは曰がたつにつれ味が巧ちていく 
ので、20罔ぐ6いで巧い切るのが 
いいでしよう。また計 S ザびつを巧 
つている場合は、おザを頁い足ず時 
などにとをどきそうじをしてくだ立い。 


が;.ミ.がお’故.错’萌巧がな帮!被：:’: 

国* 

. 類離さ i 聞饒轟義鶴離 


パ、パ J 


化ぶ總を 


% 


をみ巧だけを除いたちのぞをザ。 
めかと胚まを巧日除いたちのを白米 
とがびまず。白米には、めかを取日 
おく程度によって五かづをホ- H 分 
づを米がちります。また、玄米かち 
めかを巧とし，匹まをでさるだ U ホ 
く届ずよラに精米したちのを匹ま精 
ホといいます。 


g お 

の 

米 

ちは 

がを 

巧化 
た巧 
^ A 

D の 

;..与^^盛^ぉ 

CR 

で 


0 



®| 

し！ 

<を 

: 

巧 

< 


W 

■-If 

?! 

だ 

か 



巧 

を 

か 


e **" > B 

Hh 

ご 


<香 


無洗米は水を加えるとま面に気ちがで 
をて、水が吸収をれにくくなります。 
1〜2度ずすいでにごりをみなくしてく 
ださい。そのを [ひたしおま J をし 
てか百巧なをして < ださし、 

1已ぺ一洗をおしてくださし、。 


旺ま精米、 S ごはんは1時間くらい 
水に浸して、目盛りよりをめに水力] 
巧ずるだけ。巧に白米と巧を方は巧 
わ D ません。 


おホの品種や巧巧、また巧理やお 
好みによってち水加巧を田節してく 
ださい。【1日ぺージの巧受表をを照 
して < ださい。） 

インディカ g の米（タイザなど）は，目 g よ。を ♦ 
めのボ田 » で巧し1て < ださし 1 . 


. に . ,■ L 目 B どぉ D _ 

ぶ （’—•：-： み’ 4 C 1 U |' ' 

. ...心’’ 

Jp カレー用 I 目巧よ0かなめ 


mmi I 目 gAo ホめ 
ちが I 





5 PMI 圓 74- 

ず Oik ぶ 3 て它 

おがの質はまわる 

巧お 

刈り入れか 百 2 〜 3 力 月までのおホ巧 
新米といし1独特のラまみがあ日ます。 
しかし、吸水率が良いので、ベチャ 
つぐ傾向がお日まず。 

猎撫離をミ觀を茹强を銷戰:雜截;雛 i 織;蜡離ミ瓣輔錦避離旌帛觸苗!^;;^^ 

»»の巧* 

巧雨を巧ぎると、お米の脂化び度化 
して US 水$が悪くなり、巧さあがり 
は.バヴパサしためか青い巧;さちが 
日にな0がちです。 


おいし S ご飯の豆巧巧 








i 麵 @ til 胃:^壤 








巧ぶた取付軸 


ごゆ受け（太) 




巧誠 


巧ぶた巧付バジキン 



巧つ手 


かま苗け 
— ち质口 




キャッチ® 


ガスあ続口 





つゆ SS け（ル） 



圍 


巧!做節つまみ 


付属品 




計 B カジプ 




単2巧乾も巧 



専用計 S 力 


取扱説陥 
偏証前） 







国圍 f 魏 llli 麵!!雄简麵 


巧用ガス •■9 S を 
確度する 


炊飯器の背面におり付けた茜祝こ表 
示しているガスのとおちのガス 
が一致してしぶかまず確かめてくだ 
さい。 



4ぺージの r 巧巧ガスについてのごま 
意」をよく読んで確設をしてくださ 
し、。 


读ホの内容> 


12 A -13 A 


RR-035eS-C ホ市ガス巧 



12A 

13A 

kW 

0.876 

0.940 


イ 04.09-000001 )YS 


i 


リシ M 株式をれ 


( ガス CDSP を齡、める)^ 
-巧 J ) 04.09脚04#9月 


ガス接続 


む-仙 


古いコム■はガス31れの JR 因 

ゴム有は2〜3年を目巧に取り留え 
てください。古くなるとヒビ巧れし 
て、ガス巧れの原因にな日をちです。 
丸取日きえのち、ガス据扇部に柏 
がついた日、男巧が付着ずるとガス 
漏れの原因にな日まずので、ていね 
いにお取0扱いください。 


ガス用ゴム管〈ソフトコード> (内径 g.Smin 
ホ • JIS マーク入り）を用し、、巧れたり、ね 
じれた0しないよラにしてガス栓と巧器の 
ホースエンドとを接続しまず。 （2 miU 下で 
適当にゆと0をちたせる）このとをゴム管 
はホい結までしっかり差し込み、ゴム含止 
めで固定してください。またが器に巧れな 
いようにして接続します。 

ガスをを巧け、接続巧か己ガスの臭いがし 
ないことを確かめ、ガスをを囲じる。 


得 


\の 




巧しが 



あースエンドゴムちゴム有止め 


機器のホースエンドをコンセントイヒしてガスコードでコンセント^ずる場合 
下図のように、まず別売の器具用スリムプラグを巧包な巧のま面に記 S 
してある取巧説則〔従って機器のホースエンドに巧付け、巧にガスコー I 
の器具用ソケットを器具用スリムプラグに■カチッ"と音がずるまで巧 I 
込みまず。 



ガスお俩の輸 ) 

①ガス柱を巧けるとき 

コンセン■カチッ■と 
音がずるまで確実に差し这む 

厂苗を 

コン七ジト»^巧是し込むと 
ガス柱が巧をます。 


②ガス柱を閉じるとま 

コンセント継手のずべ。リンク 
(白色）を手前に引く 



コン七ジト g 穿がはずれると 
ガス柱が巧じます。 


ぉ巧ぃ1 


ガスコード巧接なする場合は、ガスを測がカチットプラグにな 
つていないとちなできません。化巧のガス拴でご巧巧する巧を 
は、別巧のホースガスを用プラグが化要です。 


ガス巧器化の接続 


ガスコードなどでコンセン Mg 続ずる»合 


ゴムち【ソフトコード) 


巧轟の準備 


巧*/ 
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ガスコンセントについて 


r ガスコンセント』は、ガスコードなど巧取付ける 
と自助的に巧をし、巧がすと自助的に巧をします。 


♦& たを巧ける 

ふたのち端を巧します。 



巧す 


I 設■場所のを意 


のま定性がよく水平なところ 

② S 下核!のむ配のないところ 

③ 力ーテンやスプレー宙などがえやす 
いちのがないところ 

④ 巧の手の届かないところ 
⑥^巧器の下へは設田しない 


3〜8ぺージの r 巧全上のごを兒を 
よく窗んで化ずお守りください。 


♦取日付ける 

‘カチツ-と音が 
ずるまで差し込み 
まず。 


差し込む 





ソケット 


r 挂や上方と HB をとる 


少'；—ジの r 設旦ずるときは… J をよ 
<読んで@ずお守〇< ださしん 


♦班口はずず 

ち端にある面たを巧します。 


A 



A 畑中は M こを意 


巧放中は換気扇を回ずなどして換気を 
して <ださい。 


について 


巧 R 

厚 さ 

ご注意 

m 巧 

O . SmniU 上 

巧がかと IcmiU 上の巧田を 
とり、ち S な巧おのないよう 
補強してください， 

ステンレス«巧 

0.311似上 


《防み巧じついては、お,い上げの画淀店«たはちよりの,巧ガスじ 
ごち投<ださい. 


A 曹告 


巧!■すると#は巧が柏との巧雕ホ庙まに難ず。 
Wi 巧モほホ切で規制されています） 

巧離がおいと化巧の巧因にな y ます。 


T3 



•はじめてお使いのとを 


をれいな巧でぶ< 


外ぷた‘本体部はされいな巧でふいて 
<ださい。 



内ぶたは®巧して偵け、州でたより 
とび出た部分を弓1<とはずれやすい。 


っ中 ttSW 」 


IJ で洗う 


巧なかま • 巧ぶた*計■カップなどは中 
性洗剤で洗つたを、をれいななでかち: 
を见をとつて <ださい。 


鏡かま 



巧ぶた 


獲) 


巧ぶた取巧パッ 
キンの r ウェ」の 
女宇を上にして< 
ださい。 



計■カップ 



n を WS をセットずる 


本な:の裏にある担巧ケースに、史台 
のち向を植かめて乾電池をセツトして 
<ださい。 



ema 巧耗 B 

「パチバチ J と巧呈间旧が長くなった 
ら' 早めに乾巧が封 a ® してくださり。 



ご 

巧 

の 


I 

〇 

に屋建惹 vj 


機器を水につけた D 、 水をかけた日し 
ないでください。不完当 ㈱ か D 恐れぴ 
ち日ます。 
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@お米の準備 . 

洗米おきして巧く :なったちとじゆラぶん水にひたしたお米をかく場合。 

《よりおけレく巧くために巧米おをレで巧くこと«なすホめし K す。 

巧米をすぐに巧く :洗ってすぐのおホを炊く場合。 

まげき RN -207 B - CK は吕カップな下、 RN -210 B - CK は3カップな下での巧飯にしてくだをい。 

これたし1:では11??飯不良やぶをこぼれる巧合があ日まず。 

• 無洗米は巧米巧すぐにはかかないで <ださい。 


※お米の種類によっては巧巧できる置に制巧がありまず。り6ぺージのが飯表を参巧くださし、） 

•巧きこみご巧を炊くときは、 RN -207 B-CKtt 2カップ1^(下、 RN -21 〇已 - CK は4カジフな下でご使用ください。 
これな上ではうまく炊けないことがちります。 

具の a は米の頁 S の30%〜已096が適 S です。をすぞるとうまくのけないことがちります。具はルさめに切り、米の 
上にのせて米とませずに巧放してくだをい。 


付届の計置カップでお米を計る 

0 良い例 


付届のおカッフずりきり1杯で 
約 180 ml り合)でず。（白米用） 

巧1 70 ml でず。（無洗米き用） X 巧し側 


•計つより計懸カップの方が正確でず。巧き上がりが 
いつもと違った5、付属の計匿カップ巧^しましよう。 






2 お米をとぐ 


① たつぶ口の水でさつとかを混ぜ水を素早く巧てる。 

② r とぐ-洗し端す J を巧回くり返し、水びきれいになる 


まで手早く洗5。 

•とぎちりないとニオイ、黄;ち、 
巧飯不良の原因になりまず。 

• 水を吸った米は割れやすいので 
泡立て器などを巧わないで手で 
といで < ださい。 



• かまのフジ素加工を長持ちをせるためにはポールなど 
をご巧用 < ださい。 


輸米の場合〉 

1〜2度すずいでにご0をかなくする。 

•巧巧かまに li 洗米と水を入れると、米のデンプン巧び 
沼けて白 < にごることがあ日まず。1〜己度ずすいで、 
このにご D をとってか日セツトしてください。にごっ 
たままか巧するとデンフン頁び巧:巧し、巧飯不良の原 
因になることがあ日ます。 

^水加篇 


お米を水平にならしか巧*こ合わせて目巧まで水ぞいれる。 
巧米をすぐに巧く巧合^の目盛で合わせてください。 

例：速巧をで2カッフの米を巧くとき 



I ■白 J まで 
水を入れる 


bJdi 口巧の合ねせち] 



やね S かめ 
历つラ 

かため 


( RN -210 日-ひ遇) 


* 巧飯かまの目をはめやずです。お米の種巧やお巧みに合 
わせて水加巧をして< ださい。 

リ6ぺージの拍巧6表を参照してくだ立い) 
•水加巧は平日な台の上で、両側の目盛を見て同じ頁さに 
なるよラに合わせてください。 


♦巧さ込みご拓などを巧くとまは、具(かや <) の 
ホイント g を除いて；! Kg をあわせてくだ古い。 

♦無洗米を巧くときは無巧が専用計 S カツプを必 
ず使用してくだをい。 
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じゅ 5 ぶんに米巧水にひたす 



• 筑米巧すぐに巧く場合はひたしは巧いません。 

•水加巧を、夏堀ホ約30分〜 B0 分な上、毎場は約 B0 分〜90分]な上のひたしをする。（下記の巧放表巧を巧ください) 
• 1百時固心のひたしはしないでください。巧ちの原因になります。 

弁の巧合〉 

• お洗米は巧米をすぐにはがめ、ないでください。巧な不良やぶをこぼれる場合があ日ます。 

(夏場は30分な上、毎場は已〇分な上のひたしをずる。） 


嚇炊飯調節 


1欢巧調前〇まみをセットずる 


なが K 後ずぐに巧く塌合> 

僻湖①位置に巧巧男節つまみを 
合わせて < ださい。 


ながが3きして炊く場を〉 

かな ffl にかが調節つまみを合わせてく 
■ * _ 



I CRN-210B-CKM] [RN-2 瓜已で倒] 

♦ま兩改字は、か面■(カップ)のめやず 
です。 


お巧みにより：^围節ごまみを勇節し 
て < ださし、。 


みしかために 
したし1とを 

より 
多めの孜宇 

かしやわ5かめに 
したし1とさ 

よ0 

みなめのな宇 


表 货6^^ぉきして巧く場合) 


このち合、化加巧もの目盛 
に合わせてください。^~ 



ぉ米の種類 

巧 SS ■(カツで 

水加巧 

水にひたす時旧（巧） 

RN-207B-CK 

RN ぷ旧 -CK 

音〜夏 

串よ〜 を 

己巧 

0■日〜3.己 

1.0-5.5 

ふつラ 

30な上 

阳な上 


0■日〜3.日 

1.0-5.5 

かなめ 

的30 

約日0 

臟米《1 

日. 5 〜 3.0 

1.0 〜 5.0 

ぶつラ〜 ホめ 

加な上 

60 Jii ± 

古米 

0■日〜 3.0 

1.0~4.0 

をめ（瓦をこぼれ 
挪合があります。 
その時は巧が量 
を巧5して<ださ 
い。） 

30な上 

901U± 

腺柏ボ 

0■已〜 2.0 

1.0 〜 3.0 

巧づきホ (3-5-7 が 

日 .5—2.0 

1 ■日〜 3.0 

をまでポ 

0.已〜 2.D 

1.0-3.0 

Bft -1 jlt 

—八巧 

ブレンド米 

0. 已〜吕 .D 

1.0 〜 3.0 



ご 

巧 

の 


I 


•巧米巧-巧欄こよって巧を上が日に差がでる場合がありまず。 

•最 /J け!®のな巧時は、 けため .やね6かめがおヒしやすくな日ます。 

•S 大米 S のか飯時は、ふきこぼれる場合がありまずので、特に化 S を正跑こし、 
ひたし時間をじゆ5ぶんにとってください。 

《I . 巧洗米専用計■カジブで計つてくだちい。 
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嚇炊飯器の準備 


巧!獻紙部の巧熱部に米つぶ.ま 
品くず aulffi 'あればなず取り齡、て 
くださし、。 



1炊巧かまを 
巧ね < にセット 


か巧かまの巧側(特に底面)についた水 
は、よく见きとってか6セットしてくだ 
をい。 




まを本体にセットずる除、かま 
受けで指をはさまないよ动こを意し 
てくだをい。 


かぶたがいきおいよく閉まり、手 
をはさむことびおりまずので、ご 
を意 < ださい。 


} トナーの供にある立消え安^が 
点义プラクに水滴がかからないように 
ごをなください。 

点义しにくくなる 
ことがあ日ます。 


0 


な消えを全装置 



♦本体を持ち歩く時、取っ手のボタン 
に触れるとまが品1<場合 
がち日を険ですので 
をちしてください。ーイ 


0 




嚇点乂-炊飯 


ガス括を細にする 


巧巧レ/で一が戻つていることを確設し 
てか5ガスをを関けてくだをい。 



2 パーナーに点义 

鎌レバーを r カチッ J と音ぴずるまで 
ゆっくり巧し下げ、そのまま数巧間巧し 
統けてください。スバークが巧びバー 
ナーに点火しまず。 

手を巧しても义がついていることを点 
义確設あか5聴してくだをい。 

つかなかったり、巧巧を中で化を消 
ず場合は、巧巧レバーを r カチッ」とち 
がずるまで強く引を上げでください。 



-途中で消化する場合は- 

巧巧レバーを上方に持ち上げると消火します。 
カチッとちがしておず义が消えたことを確巧 
して < ださい。 


強く持ち上げる 



わ j 細 

巧飯中はぶたを巧けな 
いで < ださい。やけど 
をずる恐れびあ口まず。 



ご 

巧 

の 


I 


八ミ主章 

巧巧がお中は、巧飯が巧巧 • 本体 
•巧ぶたが巧くなりますので手を 
姐れないでください。 

やけどをしないよラにごま意くだ 
さし、。 

stniih _ J 


片剛！|;^.桶 

なかなか点义しなか。た0消えることげち0ます 


〇はじめて使ラ場合、民い間使つていな 
かつた場合は、ゴム管に空気が入つ 
ていて点化しにくしにとびあ日ます。 
空な力巧 S けるまで点义摄作を繰りお 
して < ださい。 

〇 


©また、点火してもすぐに消えることび 
あるので、確実に点义していることを 
巧認して <だをい。ほ S 秒囲） 
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3 炊をおび D 


自®的にが班レバーが戻り、义が消え 
ます。 



参このかなおは、おねばにうっず 
6とコゲ色がつくことがありま 
すぴ、これはご巧をおいし < 巧 
くために 亩 通げ態を長<巧って 
いるためです。 

♦巧を込みご巧などは白ホよりこ 
げやホくな日ます。 

•オプラート巧①膜びま俩面につ 
くことがあ白ますが、これはデン 
フジが膜げになつたをのです。 

ft ベでを脚■はせん。 




最大炊 fiS ■をが:いた時、ほぐしたをで 
かぶたを巧めるとご巧が内ぶたにつく 
ことぴあ〇まず。ごがをよそつたを、 
平6にしてからかぶたを閉めてくださ 
し、。 


ぶを C I まれはをれこぶをとる 

パーナー.立おえや点火ブラ 
グがよごれると、次か5正勘げ巧巧き 
なくなることがあります。 

ぶをこぼれはされいにぶをとってくだ 
さい。 

圆® 



'ごどが 1 

ポイント， 

〇消义してすぐふたを M けるとおいし 
いご航こなりません。10分〜15分む 
6し時固をとって < ださい。 
©むらしが巧ねつたら余みな水分をと 
はすため、底か5瓦んね0とほぐしま 
しぶつ0 


© 1カップ]^下の巧巧時（かたさ’やね 
5かさが^ヒしやすい)や、 

時（ぶをこぼれる場合があ0まず）は 
特に水量を正確にし、ひたし時間をじ 
ゆラぶんにとってください。 








nil 凝とかたづけ 


■な:-巧! »巧防めでくだを W 。 

①ガス柱を。じる風 mm えでける 


中性洗巧で統ラ 


巧ぶた•しゃちじ’つゆまけなどはそのつど、スポンジや巧を 
んなどやね5かいわのを使コて洗って < だをい。 

巧ぶたを掃除しないと巧ぶたにたまつたおねばが、かま拥 
にちど S ず、かぶたを品けた時、つゆ受けの巧にちぶれる 
ことがお日まず。 


曲面図 



巧ぶた取付バッキン 
r ウェ J の文字を上に 
して < ださい。 

内ぶた 





つゆ受け 

•はホし方 

巧日かし用つまみに 
指をかけ、ち印の方 
向ににがるよラにひ 
つばって < ださい， 



0 

図のよラにスキマに指を 
かけないでくだ立い。 
無理に引おると巧展ずる 
巧れがあります。 


2 巧でぶ< 

かぶたは巧で 
ぶいて < ださい。 




かままけ-かぶた巧測の巧 
れはよく絞った巧でふいて 
<ださい。 


MS かまのフプ11111巧 D 王化、ためず、がちさなるに。 

•研磨効果の高し胡面!やかたいスポンジ、金属たわし 

で織なし、。 . 

•スプーンやを器などを入れない。 

•かきこみやおこわなど巧ほ巧を巧ったをは、すぐに 
規弓。（かぶたの巧測ちふをとつてください） 

■酢などなの強。ものは巧わない。 

♦か巧かまでお米を巧わない 



お 

と 

か 

た 

づ 

け 


苗地-乃レカリせの洗剤クレンザー(み 
がをが)アルコール • シンナーベンジ 
ン•金属たねし • ナイ□ンたねしなどは 
巧ねなし巧ください。 

致性や乃レカリ性の洗剤は機器をなめ 



み膠 

を)！たねしナイロン 


難、 

乃レカリ拋！ 


たねし 


11ごちをれ U にしでち< 

巧巧巧び巧れると正巧に炊巧でをな 
<なるので、いつちまれいにしてお 
いて < ださい。 

〇 

使用巧の八ブラシ# 

斌つてくださ1、 



巧飯かま底面の巧熱部受けのちれを 
をれいにぶをとつてくださし、 

異物びつ<と正常に巧巧でをな<な 
日まず。 

が樹受け、 

かま届のディンプル 
を良くし、 

巧をムラを無くす坦を 
をしまず。 

即 





Ill 毅爭入な 


■け::巧1 ま祝^めでくだをレ、 


①ガス柱«口じる風*#ザホえてける 


： s^pCr : 


巧垣•改造は亩ちなき門巧应ぴ化更でず。お客な自身では工具を使用しては、瓶讯こ分巧したり、 
が理’助面が j わないでくだホい。 

火が•ガス漏れの巧れや異常巧作してけがをすることがあ日まず。 



" よく! R つた巧でふく 


本備ホよく於た巧で成 
いてください。 



2 巧を•巧 SB たねし 
巧巧3 

J t — ナーげつまつていたり、点义プラ 
グや立消えまを装置が巧れている時 
は、か金などで巧れを取日除いて<だ 
立い。感熱部の巧れがこびりつし、て取 
れない時は、金巧たわしで表面に巧が 
っかなし^^に恒<こず〇取って<ださ 
し、。 



J トナーや J 巧お脚;どのお手入れの廣 
は、けがをしなレよラに手袋などをは 
めて行って < だ立い。 


つ巧れのひどぃ時 

かま受け内側•かぶた巧拥のちれは、ご 
使用ごとにめれぶをんでぶいてくださ 
い。巧ぶたの周回は巧れがこび日つさ 
やすいのでこまめにお掃除をしてをれ 
いにお使いください。 

外ぶたの周回の油巧れ等が、扫晚で焼 
を付く場合がち口ますび、クレンザー等 
で巧くみがいてください。 

本体部はク U ア^をして友るので、ク 
レンザーを巧わないでくださし、。 


か巧かまおよび巧ぶたはアル S 製 
品です。 

食器巧し1乾な柏!でお手入れすると、 
専用な剤の巧かによ日表面が度化 
してを色ずる想:れびち日ます。 


お手入れ不良になりますと、かぶた内側に 
サビの樣な巧れがごをます。 

お手入れはその都度なず行ってくだをい。 

巧ぶたのが巧はサビな 
し1巧巧ではなくヴビに 
くい材度です。 

〇 





圆 




消耗部品について 


消耗部品はお買い上げの巧巧巧 
またはちよ0の東巧ガスでお!! 
い巧め < だまい。 


がフ巧 minfl 王） 

巧っているうちに、色む6•八ガレびできることがありまずが街 
を上巧厘ちりません。万一食べてしまってち食品衛生法の苗準 
巧で囲巧はあ0ません。ご使巧に不使ををたずぶラにな日まし 
たら、巧巧かまだけをお頁い巧め <ださい。 

また、かなかまの俩面普が凸凹こなっている巧合は巧ち防、まの 
交換がお要です。 

■その他 a>BM 

巧ぶた、巧ぶた取付パジキンなどが、を形•巧化•巧損してご巧 
用に不巧ををたすよラになりました5、その部品だけをお買い 
ホめください。つゆ受けなども同横です。 


をしイヤな奥し、びつ W た場を 



饮 ifi かまに計呈カツ:の〜2杯 
の水を入れ‘が読が宇で 
点乂。自動消乂ずるまで煮巧 
してください。自画ミ肖火した 
後、快がかま•巧ぶたを水洗 
し、し、乾し1た清巧な布きんで 
水気をぶき取って < ださい。 


(消义宙衡ま規盧のため巧孩いにまなしてくだをい。) 



お 

手 

入 

れ 
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画 I 鐵麵嚷霞®纖«篇 t 編置方法 


現 S 

•お勇べいただくこと。 =^化西方巧 

点乂しない 

纖請霉驚!禱麵顯薇を顚習證灣き譲^繫薇!鬻瓣馨馨駕霉觀鑛顏雜纖觀辦 

も鸡類;賴ぉ薇總巧常:韶ミ髓强舉お難詔禪さ離;;禪巧瓣預觸薇强撼與媒聲:瑶盛巧^ 

♦ガスをがを巧になっていませんか。 

^ガス栓をを曲にずる。 

•ゴム管ががれていませんか。 

与ゴム管のがれを直ず。 

参乾ち池が入っていまずか。及は消窝していませんか。 

与乾星地を入れる。なは巧品に交巧する。 

巧巧レバーから手をはなすと 
ミ肖义する 

参立消え巧全ち百に水滴やぶをこぼれがごいていませんか。 

づ水滴、ぶをこぼれをふをとる。 

♦か巧レ/て一か6手をすぐはなしませんでしたか。 

づ担1巧旧巧しつづける。 

紙げる 

♦立消え巧^舌に水巧やぶをこぼれがついていませんか。 

づ水滴*ぶをこぼれをふをとる。 

(消火に気づし化ときは、すぐ!城 E レバーを戻し、の1分旧待ってか6 
再点化してください。） 

巧をちがりがかたい、 

ながちる 

参洗米後プルなどで水切りしてし、ませんか。 

づ洗米をはおず水に爱し、 DR 水させる。 

♦無洗米を巧っていませんか。 

与！〜吕度ずすいでか5水に浸し、 ns 水させる。 （1 口、15ぺージを巧） 

ぅ米苗がをし1場合は、特にを入りにずずぐ。 

♦洗米おをでかく場合、ひたし時因は適正でずか。 

づ白米：ち〜扭ホ拘30分、巧〜をはお卽分 
胚芽精米*輸入米-古米：客〜夏は約 BO 分、巧〜をは巧加分 

•おザの 里、 水加巧はまちがっていませんか。 

づ田 ■« カツプでお米の»を確かめる。 

水平な場所で、両がの目盛で水加巧する。 

づ無洗米を炊く場合は無な米専巧 It まカツプを巧巧する。 

參か航かま、巧ぶた、取付パジキジなどはをおしていませんぴ。 

づ蒸気のもれがをいとかたくなるので、密おした部品は交巧してくださ 
ぃ。（有 ㈱ 

♦巧放围節つまみの目巧とお米の屋がまちがってし巧せんか。 

づか 里 時はルをい目盛で巧なずる。 
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こげる 


オブラートげ①膜び蓋の周囲に 
おるのは正巧でず。 

C お乂か6出たデンプンが膜に 
なつたちのです） 


参よ<洗米していますか。無洗米は担頃にぶってはこげやすいちのがち日ます。 
与めか分力巧!つているとこげるので、化がをれいになるまでおホを洗ラ。 


♦围味巧などを入れていませんか。 

与爾巧巧はご飯の消义湿ちより巧い温度でこげはじめるので、巧になる 
場合は男味巧の分量をひかえめにしてください。 


参居時间ひたしていませんか。 

づひたし時固が居いと洗米によってでをた割れ米約な米がかま励こたま 
0、こげやすくなる。 


參庙 I み部やかま底が巧れていませんか。 

づ巧れていた5をれいにする。 r あとかたづけ」「お手入れ」。9.20ぺージさお） 


lyji のことをお贾べ①ラえ、なお異常のあると去は、お田し、上げの巧巧店またはちよ日の東京ガスにご追なください。 24 




.がかな;ぶ’;•狂 i.:.. お; i 请•、がが.:!:.お、が;.;:ぶを^ 

巧ち 

■VD 

♦お調べいただ < こと。 => 化面方ま 

ぶき 

亡こぼれる 

題!鶴.;驟雜餐轟嫂瓣韶發穀觀冀驢體黯鑛;帮嗎ち觀瑶:祭雄摇驾ジ驾资ミ 

，盛這か热:ぉ怒辩ミ;-起 巧がたおみみおだ.;、.が赛试がを.ぶなが:..ミがおリ:、巧姑..がミれ^^ 

♦お米の里、水加巧はまちがっていませんか。 

与計 S カッフでお米の S を確かめる。 

水平な場所で両側の目盛りで水加巧ずる。 

づ無洗米を巧く場合は巧洗米専用計■カジプを使用ずる。 

薛避禮 離 攝强ぎ黏熙雖.致ぉ苗搔 y ぉ雜寧.驟韻茹棋雖黯ミ强玻難窺撫黯ミ驢;留載燕 

♦無洗米を巧っていませんか。 

づ1〜呂度ずずし、でか6水に a し、吸水させる。（10、1日ぺージ参巧） 

づ米量びをい場合は、特にが、りにずずぐ。 

参燃肪かま、のぶた、巧ぶた吸付パッキンなどは密おしていませんか。 

与きちんと合っていないとふをこぼれるので、巧がした部品は巧頂して 
くだせい。（有 «) 

♦巧ぶた、巧ぶた取付 J c ッキンなどはきれいに掃除してちりますか。 

巧ぶたのさな巧がつまるとふをこぼれまず。 


巧をあがりが巧6かすぞる 


♦正しく洗米していまずか。 

=^力巧乂れずぎたり、お湯で巧つたりするとお米が砕す、ベちやになる。 
手のひ5でやさしく T 申に必ず水で洗う。 


参お米の置、水加巧はまちがっていませんか。 
与計呈カツブでお米のちを確かめる。 

水平な場所で、両測の目盛で水加巧ずる。 


•ご巧をよ< ほぐしましたか。 

づむ6しが按ねつた6ホ分な水分をとばすためでをるだけ早くご巧をほ 
ぐす。 


参か瓶 H 節つまみの目盛りとお米の塑びまちがっていませんか。 
与大■時は大きい目盛で巧宙 R ずる。 


故障 • 異常のち分け方と化田^ J :^ 






c 


白を巧き 
ホ洗米おき 


(カジで 


商さ 


_ RIM -207 B-CK _ 
0.09〜 0.36 の.己〜 2.0) 
0.09〜 0.63 (0.5 〜 3.5) 
0.085-0.34(0.5-2.0) 
0.0 扣〜0.51 (0.5 〜 3.0) 
250 


_ RN -210 B-CK 
0.1 日〜0.日4 (1.0 〜 3.0) 
0.1 日〜0.99 (1.0 〜已 .5) 
0.17〜日 .51(1 ■口〜 3.0) 
0.17〜 0.8 日り . O - tO ) 
2 B 0 


im A — 

58 fj 
巧 B 【か） 

ガス接続 
点义方式 
を全装ち 

付 届 品 
M 9 別ガス消《 

ミ裤髓韻顯禪を盛ぉ靖與まを瑚詔.韻戟揖黯韓韓燕職 

浦ブル-フ 脚の脚 


が.日 rnn ガス用ゴム管 
齡スバーク点义 
立消え臟防止装 B 
計 S カップ(白米巧-無洗が用を1個）‘単2お乾電地 
(娜含付）.「難巧」一店表 


■ 


■ rtt 田 iU 

か W ち 

RR -035 GS-C 
_ 0. g 40 kW _ 
0.87日 kW 


のガ 


m m m 

RR - O 日祀 s-c 
_1.28 kW 
1.1 化 W 


《仕祝ホ改良のため予告なくを是ずることびありまず。 


fllPlf 鑛 H 


(摩泣；画） 















長期間ほわないとをは 

を坦巧を巧を各部の巧れを取除を、十分にち巧してからほこりなどの真物が入らないようにビニールに包み、 
お H い上げになつたときの巧に入れ湿気やほこりのかないところへ巧管してくだをい。 

特にガス迪あ部分（ガス接続口）には、ほこりび入ってガス通路をつま百せないように、お買い上げになった 
席に取巧け6れていたキヤツプをガス接な□にはめてくだをい。 


注意 


本な器はを■/巧を使用していまずので、大型ゴミなどでされる場合は、あず乾 置 巧を取 D がしてください。 
そのままにしておくと思わめ S 故になることびあ日ます。 

III アフターサービスについて 


サービス(点な•夕巧など)を巧巧ミれる苗[に 


■23、百か;ージの「故障’異常の見分け方と処 IH 方あ!の巧を見てもう一度ご確認ください。 

■ご確設のうえ、それでも不具合な場合、あるいはご不明な場合は、ご自分で觸なさらないで、あずガスをを閉じ 
てか目、お貢し、上げの販売店またはをよりの東京ガスにご連巧ください。 

《お申しつけの勘ん巧のことをお巧]6せください。 

① おちなち •住所 •■話き 号 ③猫 R (できるだけ詳し。 

② 品名… RN -20? B~CKm コー ド… ④巧巧洗里日 

RN -21 日 □■CKfi 席コード… 

画定巧点検のすずめ。（有料） 

まわしてお使いいただくために、定期脚こ点検を受けてお手入れされることをおすずめいたします。 


巧居される巧る 


■ガスには苗!巿ガス毀 t 這巧および LP ガスの区分があります。 

/ K 空ち 

ガス①涅巧が異なる地はへち居される場合は、巧巧.改造のお夏があります。あ居巧のガスの垣類 
を確認のラえ、お頁い巧めの販売店、または6よ0のガス？!業ちにご相誤ください。 

■転居にともなう田おや改造に有ずる S 用は、な亞期間内でも有巧となります。 


巧化について 


■取扱説巧書の S 表紙び巧証吾になっています。 

■当社は保証苗こ品載してちるよラに、巧器の販売を、お器に故障がある場合、一定期間と一ちま件のもとに t 
巧料な巧に巧ずることを約まいたしまず。（詳畑はな証書をご居くだをい。） 


巧修巧巧な巧品の巧有期田について 


■巧巧用性能部品な有期聞は、当製品の巧を巧ち切 D を6年間となっていまず。（補修用性能部品とは、その 
製品の機能を推持ずるためにおちな部品でず） 

■が排^^聞経巧をの胡皂巧垣については、故居慢扭こよって機能が推持でまる場合、有巧で修理し、たしまず。 


アフターサービスなどの連巧巧 


■お H い上げの販売店またはちよりの東京ガスにご連給くださし、。 
■別添の r 運巧巧 J —房表巧を巧してください。 


アフターヴービスにつ5て 
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住 所 


■巧巧记浸 

この本体の修理記銭は、本体内部の巧巧診がシートに記録します。 

国お S さまへ 

1. この保証ををお受け巧リになる時に、廉売年扫日、巧売店、扱を印が記入してあることを確認してください。 

2. 本証まは巧発行いたしませんのでが失されないよう大切に巧をしてください。 

3. 無料修理期間お過後の巧障修理等じつきましては「アフターサービス」の項をご g ください。 

4. この保証まじよって、おを様のを律上の権利を制限するちのではありません。 


lillll 圓11111111 


TOKYO GAS 


TRR0353S-C-05 

04.08 


02318092 


電話番号 


売店を 


お買い上げ日 


■お B い上げ曰および巧巧店を 




保証書 

ガス炊飯器 

品 を RN-207B-CK • RN-210B-CK 
形式の呼び RR-035GS-C - RR-055GS-C 

上記本体をお買い上げいただきましてあリザとうございます。この保証害は、ま京ガス供給区域巧 
じおいて、都市ガスじてご使用じなる場合に，本害記載巧容で無料修理をお約束するものです。 


1. 保証期間は、お買い上げの日から1年間とし、本体を対をにしまず。 

なお、付属品は対をかです。 

2. 万一巧障の場合は，お頁い上げの巧売店または，もよりの東京ガスへお申し出<ださい。原則として，化お修 
理レたします。 

3. サービス員がお伺いした時(こ保証害をご提示<ださい。 

4. 保証期間巧においてを，巧の場合は有お修理といたしまず。 

(1) 住宅巧途かでご使用になる場をの不真を 

(2) 取圾説巧害等の記我事項じよ6ないでご使用した場合の不具合 

(3) 器具を調整、巧造されたち合の不具合他し、当社都台の場合はのぞきます） 

(4) お頁い上げ後、取が場所のを動、巧下等による不具合 

(日）建築お体のをお專器具本体以外に起因する当該器具の不具を.塗装の色あせ等の絕年を化またはご使用に伴 
う摩耗等じよリ生じるか観上の現ま 
(6) 強い南資性の空気贾境に起因する不具合 
の）犬、猫、ねずみ、昆虫等の動物の行為に起因ずる不具合 

(8) 火炎サ凍結、落雷、化苗' 嗔义、決水、津波等の天変地異または戦を、暴動等の巧壊行為による不具合 
(日）指定規格かのガス.亀気または熟媒等をごを用したことに起因する不具を 
。の本な証まを紛失された場合 

5. 無料修理やアフクーサービス等じついてご不巧な場合は、お夏い上げの廉売店または，电よりの東京ガスへお 
巧い合わせください。 


保証履巧者 東京ガス株式 


nil 


保証き任者 


リンバ株式濯 


T 105-8527 

東京都港区お岸1了目5番20号 
干454"0802 

を古屋市中" I 区福住巧2番2目号 


扱者印 













